
山
内
首
藤
氏
と
寺
院

・
神
社

覚

え

書

き

０
一　
は
じ
め
に

山
内
氏

の
由
来
を
み
て
み
る
と
、
平
安
時
代
に
藤
原
資
清
が
首
藤
大
夫
と
称
し
た

の
に
始
ま
る
。
藤
原
俊
通

の
時
に
、
鎌
倉
近
く
の
山
内
庄
を
拠
点
と
し
た
の
で
、
山

内
を
名
乗
る
よ
う
に
な

っ
た
。

十
四
世
紀

の
初
め
に
、
山
内

通
資
が
地

毘
庄
北
部

の
蔀
山
城

（
現
比
婆
郡
高
野
町
）

に
入
り
、
後
に
、
地
毘
庄
本
郷

（
現
庄
原
市
）

の
高
山

（甲
山
）

に
移

っ
た
。

こ
こ
で
は
、
山
内
氏
と
、
在
地

の
寺
院
神
社

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

０
寺
　
　
院

山
内
通
資
が
蔀
山
に
入

っ
た
後
に
、
元
々
あ

っ
た
真
言
宗

の
千
秋
山
萬
歳
院
功
徳

寺

（
現
高
野
町
）
を
元
亨
元
年

（
一
三
二

一
）

に
臨
済
宗
に
改
め
て
、
自
身

の
寺

に

し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
山
内
氏
は
、
臨
済
宗
を
家

の
宗
教
と
し
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

山
内
通
資
が
蔀
山
か
ら
甲
山
に
移

っ
た
時
に
、
弟

の
通
俊

（多
賀
山
を
称
す
）
が

勝

蔀
山
城

の
後
を
継

い
で
い
る
が
、
弘
治
元
年

（
一
五
五
五
）

に
功
徳
寺
は
、
火
災
に

あ

い
、
そ
の
時
に
、
山
内
通
続

（
法
名
功
徳
院

。
通
続
の
時
に
現
寺
名

に
し
た
と
考

え
ら
れ
る
）
が
寺
領
を
寄
進
し
て
、
曹
洞
宗

に
改
め
て
い
る
。

山
内
氏

の

一
族

の
多
賀
山
氏
は
、
曹
洞
宗
を
信
仰
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

山
内
通
資
が
入

っ
た
甲
山
は
、
古
く
か
ら
観
音

。
毘
沙
門
信
仰
が
あ
り
、
地
域

の

人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

甲
山
の
観
音
堂

の
後
進
で
あ
る
慈
高
山
円
通
寺

（本
尊
千
手
観
音
）

に
つ
い
て

『
芸
藩
通
志

』
巻
百
三
十
六
所
収

の
寺
歴
で
は
、

「
初
め
聖
武
天
皇

の
時
、
行
基
、
此

地
に
来
り
、
高
山

に
入
り
、
栗

の
大
樹
を
伐

て
、
観
音
地
蔵
、
毘
沙
門

の
像
を
造
り

堂
を
建
て
、
高
山
千
手
堂
と
呼
ぶ
、
又
地
蔵
、
毘
沙
門
の
冠
字
を
摘

て
、
地
毘
の
庄

と
名
く
、
故

に
里
民
、
栗
木

の
履
を
用

い
ず
、
元
亨
年
中
、
首
藤
通
資
、
蔀
山
よ
り

こ
こ
に
来

り
、
此
地
を
領
し
、
此
山
に
城
す
。
重
て
方
丈
厨
庫
を
建

て
、
始

て
慈
高

山
円
通
寺
と
号
し
、
正
中
元
年
、
嵯
我
天
龍
寺
玉
洲
を
招
請
し
て
開
山
と
す
。
・六
後

略
Ｙ
・こ

と
ぁ
る
。

又
、
譲
渡
所
領

の
ひ
と

つ
と
し
て
、
元
徳

二
年

（
一
三
二
〇
）
二
月

の
「
山
内
長

堤

―
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快
鰤
譲
状

」

地
毘
庄
本
郷

は
、
観
音
寺

私
龍

三
年

内
家
文
書

』

弯

家

わ
け
第

十

五
山
内

家

文

書

』

一
八
号
所
収
）

に
は
、
備
後
国

鵬
臨
州
下
地
頭
職
事
が
あ
り
、
備
後
国
地
毘
庄
本
郷
内
高
山
門
田
以
下

（後

の
円
通
寺
）

に
永
代
寄
進
す
る
も
の
な
り
と
あ
る
。

（
一
三
二
三
）
三
月

の
「
尼

い
く
わ
ん
細
如
時
譲
状

」

（
『
家
わ
け
山

三
二
号
所
収
）
は
、
尼

の
い
く
わ
ん

（広
沢
氏

の
妻
）
が
養
子
時
通
に

所
領
を
譲
る
時

の
譲
状

で
、
そ
の
中
に
、

「
又
か
う
や
ま

の
新
御
堂
観
音
堂
に
つ
い

て
は
、
長
日
勧
行
の
事

」
が
の
っ
て
い
て
、
観
音
信
仰
が
山
内
氏
の
尼

（
女
性
）

に

根
付

い
て
い
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

山
内
氏
は
、
地
毘
庄

の
観
音
信
仰

の
中
心
で
あ
る
高
山

（
甲
山
）

に
甲
山
城
を
造

り
権
威
化
を
計

り
、
地
域

へ
の
支
配

の
侵
透
を
図

っ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
後

に
、
天
龍
寺

の
玉
洲
を
招

い
て
、
臨
済
宗

の
寺
院

に
し
て
い
る
。

中
世

の
武
士
は
、
自
己

の
信
仰
す
る
寺
院
と
、
祈
願
寺
院
を
も

っ
て
い
る
の
が
普

通
で
あ
る
。
祈
願
寺
院
は
、
そ
の
持

っ
て
い
る
祈
祷
性

か
ら
、
真
言
宗

の
寺
院

で
あ

る
場
合
が
多

い
い
。

山
内
氏
の
祈
願
寺
院
と
し
て
は
、
宝
蔵
寺

（
旧
名
滝
尾
寺

・
庄
原
市
本
町
）
が
あ

る
。
寺
歴

に
よ
る
と
、

「
も
と
は
、
恵
蘇
郡
、
勝
高
山
に
あ
り
し
が
　
後
此
村

に
移

と
い
ふ
、
開
基
詳
な
ら
ず
…

（中
略
）
…
昔
山
内
氏

の
祈
願
所
に
て
、
寺
領
も
あ
り

し
と
い
ふ
、
山
内
氏
、
首
藤
元
通

の
書
翰
及
び
古
硯
を
蔵
す

」
『
芸
藩
通
志

』

巻
百

二
十
四

と
あ
る
。
由
緒
、
伝
説

の
あ
る
寺
院
を
祈
願
寺
院

に
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

天
正
三
年

（
一
五
七
五
）

八
月

の
「
山
内
元
通
坊
主
職
預
ケ
状

」

（
『
県
史

・
古

代
紳
泄
罐
酬
編
Ⅳ
』
所
収
）

に
よ
る
と
、
山
内
元
通
は
瀧
尾
寺
坊
主
職
を
権
大
僧
都
宥

観
の
遺
弟

に
預
け
て
、
勧
行
掃
除
以
下
を
油
断
な
く
、
寺
務
を
領
掌
す
る
よ
う
に
い

っ
て
い
る
の
で
、
天
正

の
頃
に
も
依
然
と
し
て
、
山
内
氏

の
祈
願
寺
院

と
し
て
の
役

目
を
果
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
′

庄
原
市
川
手
町

の
平
等
寺
も
祈
願
寺
院
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、

『
芸
藩
通
志

』
巻

百
二
十
四

に
は

「
文
和
年
間
、
首
藤
通
資
造
立
、
後
か
の
家

の
祈
願
所
と
な
り
、
文

禄

二
年
癸
己
、
同
廣
通
、
再
造
す
と

い
ふ

」
と
あ
る
。
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ま
た
、

「
備
後
平
等
寺
薬
師
堂
再
興
棟
札
写
」

（
『
家
わ
け
第
十
五
山
内
家
文
書

』

四
四
〇
号
所
収
）
に
は
、
山
内
廣
通
が
文
禄
二
年

（
一
五
九
二
）
に
造
立
し
た
と
あ

り
、
芸
藩
通
志
の
記
事
を
裏
付
け
て
い
る
。
当
初
、
真
言
宗
寺
院
で
あ

っ
た
の
を
、

廣
通
の
時
に
臨
済
宗
寺
院
に
し
た
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
本
尊
は
俊
通
の
尊
崇

し
て
い
た
と
い
う
、
薬
師
医
王
善
逝
瑠
璃
光
如
来
で
あ
る
。

そ
の
他
の
寺
院
と
し
て
は
、
正
中
元
年

（
一
三
二
四
）
山
内
通
資
が
建
立
し
た
と

い
う
掛
田

（懸
田
）
の
正
中
院

（臨
済
宗
）
、
文
亀
元
年

（
一
五
〇

一
）
山
内
通
忠

が
建
立
し
た
永
明
寺

（曹
洞
宗
）
が
あ
り
、
廃
寺
と
し
て
は
、
山
内
氏
の
墓
と
い
わ

れ
る
も
の
が
あ
る
光
瑞
廃
寺

（現
庄
原
市
本
郷
）
が
あ
る
。

円
通
寺
の
塔
頭
と
し
て
費
持
庵
が
あ
り
、
貞
治
三
年

（
一
三
六
四
）
に
山
内
通
継

が
、
要
用
あ
る
に
よ
っ
て
費
持
庵
に
塁
敷

・
水
田
等
を
売
却
し
て
い
る
。

ま
た
、
尼
理
穆
が
康
安
元
年

（
一
三
六

一
）
に
土
地
を
寄
進
し
て
い
る
。

地
毘
庄
に
お
い
て
は
、
中
世

か
ら
近
世
初
頭

に
お
い
て
、
多
く
の
廃
寺
が
で
て

い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
福
島
氏

の
寺
院
整
理
政
策
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
山
内
氏

に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
た
在
地
勢
力
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
も
、
も

っ
と
詳
し
く
調

べ
て
み
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

〇
　
神
　
　
社

山
内

通
資
は
蔀
山
に
入
部
し
た
後
に
、
自
己

の
信
仰
す
る
鶴
岡
八
幡
を
、
南
村

の

八
旗
迫

に
勧
請
し
た
。
そ
し
て
、
元
亨
元
年

（
一
三
二

一
）

に
元
か
ら
あ

っ
た
在
地

の
八
幡
神
宮

で
あ
る
福
円
原
八
幡

に
、
鶴
岡
八
幡
を
合
杷
し
て
い
る
。

山
内
通
資

に
と

っ
て
み
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
地
域
を
固
め
る
為

に
は
、
地
域

の
信
仰

の
中
心
を
な
す
と
思
わ
れ
る
神
社
を
中
心
に
す
え
て
、
自
己

の
支
配
力
を
伸
ば
し
て

ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
す
ぐ
に
、
在
地

の
八
幡
に
、
自
己

の
八
幡
を
合
杷
せ
ず

に
、
周
囲

の
状
勢

を
み
な
が
ら
、
段
階
を
お
い
て
、
在
地

の
八
幡
に
合
杷
し
、
自
己

の
支
配
権

の
確
立

を
図

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
此

の
新
旧
併

せ
た
八
幡
が
、
南
村

八
幡

（
現
高
野
町
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南
土
居
沖
）
で
あ
る
。

『
芸
藩
通
志

』

巻
百
三
十
六
に
は
、
南
村
八
幡
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い

る
。

「
今
こ
の
社
を
、
高
野
山
十
一村
の
総
鎮
守
と
す
。
社
記
に
、
正
和
年
間
、
曲
内

通
資
、
鎌
倉
よ
り
来
り
鶴
岡
八
幡
を
勧
請
し
、
天
正
乙
亥
、
山
内
通
定
よ
り
、
殿
垣

内

・
湯
川
二
村
及
び
墓
雲
飯
石
郡
坂
本
村
の
内
に
神
田
の
地
を
置
く
と
い
へ
り
‥

（後
略
）
…

」
と
あ
り
、
高
野
曲
十

一
村
の
総
鎮
守
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

地
域
支
配
と
神
社
を
考
え
る
時
に
は
、
宮
座
と
い
う
も
の
が
大
き
な
意
味
を
も
っ

て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
宮
座
に
運
な
る
と
い
う
こ
と
が
、
当
然
参
こ
と
な
が
ら
地
域

の
成
員
と
し
て
鐘
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

慶
長
十
七
年

（
一
六

一
二
）
五
月
六
日
付
の
「
福
田
ノ
太
郎
左
衛
門
請
文

」
県
史

縮
献
辮
耐
暉

は
、
福
霙
の
太
郎
左
衛
悶
か
ら
、
南
村
八
機
の
堀
江
氏
に
鬼
て
た
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
主
家
か
ら
離
れ
て
福
鶴
の
太
郎
左
衛
鶏
が
、
高
野
山
に
牢

人
す
る
に
つ
い
て
、
南
村
八
軽
の
堀
江
氏
か
ら
富
役
を
預
け
ら
れ
て
い
て
、
他
村
の

者
に
預
け
る
こ
と
は
し
な
い
と
、
講
約
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
等
も
、
牢

人
し
た
以
後
の
村
の
宮
座
役
に
連
な
る
重
要
性
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

２つ
。繭

村
八
幡
の
古
文
書
は
、

「
鏑
江
文
書

」
と
し
て
、
広
島
県
史
中
世
資
料
編
渾
に

所
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
応
永
二
十
五
年

（
一
四

一
八
）
六
月
日
付
の

「
南
八
幡
宮
御
祭
御
頭
次
第
注
文

」
と
し
て
、　
一
番
か
ら
十

一
番
迄
の
、
御
祭
舞
頭

次
第
や
多
賀
曲
通
続
や
通
定
の
宛
行
籍
が
含
ま
れ
て
い
る
。

山
内
氏
の
ゆ
か
り
の
あ
る
庄
原
市
は
、
延
暦
寺
領
泉
鶴
庄
、
蓮
華
王
院
、
嵯
峨
千

光
寺
、
栂
尾
高
山
寺
、
砥
暦
寺
を
領
家
と
し
た
鶴
毘
座
か
ら
な
り
、
山
内
氏
の
庶
流

は
、
川
北

・
滑

・
田
原

，
懸
田

・
高
野
出

（多
賀
山
）
に
分
立
を
し
た
。

川
北
八
幡

（現
庄
原
市
川
北
簿
）
は
正
中
十
二
年

（
一
三
二
五
）
に
山
内
通
資
が

鶴
岡
八
幡
を
勧
講
し
、
従
来
か
ら
あ
り
、
在
地
の
総
氏
神
で
あ
っ
た
久
井
饉
の
王
子

権
現
に
変

っ
て
、
総
氏
神
と
な
っ
て
い
る
。

川
北
の
場
合
は
、
通
資
は
高
野
山
の
や
り
方
と
は
違

っ
て
今
迄
通
り
に
在
地
の
神

社
を
総
氏
神
と
し
て
認
め
ず
に
、
そ
の
蟻
位
を
奪

っ
て
、
自
己
の
鶴
岡
八
軽
を
中
心

に
す
え
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
る
。

芸
藩
通
志
巻
百
三
十
六

に
は
、

「
正
幸
二
年
乙
丑
、
出
内
通
資
此
神
を
勧
請
す
る

時
、
神
興
、
三
上
郡
、
驚
手
村
、
竹
花
と
呼
ぶ
地
に
、
暫
く
逗
…

（後
略
）
…

」
と

あ
り
、
神
興
を
暫
く
他
所
に
と
ど
め
て
お
い
て
、
そ
れ
か
ら
、
お
も
む
ろ
に
、
川
北

に
も

っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

王
子
神
社
は
素
書
鳴
系
統
で
あ
り
、
福
山
の
王
子
神
社
を
、
式
庵
社
素
議
鳴
神
社

に
比
定
す
る
説
も
あ
る
。
王
子
と
は
同
系
統
で
、
天
照
大
神
が
素
蓋
鳴
尊
と
誓
約
の

時
に
出
現
し
た
と
い
う
五
男
二
女
神
を
絶
る
と
も
、
比
叡
曲
山
玉
七
社
の
第
四
番
餞

に
位
置
す
る
八
王
子
神
社
が
あ
る
。

現
三
次
市
々
域
に
は
、
中
世
三
吉
氏
と
の
関
係
か
ら
か
、
若

一
王
子
等
の
王
子
神

社
が
多
く
耽
存
し
て
い
る
。

下
原
八
幡

（現
庄
原
市
七
塚
町
）
は
、
嘉
暦
元
年

（
一
三
二
六
）
に
す
で
に
あ
っ

た
石
清
水
八
幡
神
社
系
を
、
山
内
通
資
が
再
建
し
て
い
る
。

芸
藩
通
志
に
は
、

「
石
清
水
八
幡
と
称
す
、
正
中
元
年
甲
子
、
自
内
通
資
勧
請
と

云
ふ
、　
一
説
に
は
正
応
庚
寅
の
勧
請
に
て
嘉
暦
丙
寅
に
通
資
再
建
せ
り
と
」
と
あ
る
。

本
郷
八
幡
は
甲
山
城
内
に
あ
り
嘉
暦
二
年

（
一
三
二
七
）
に
出
内
通
資
に
よ
っ
て
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犠
請
さ
れ
た
鶴
闇
八
幡
で
あ

っ
た
が
、
明
治
に
な
っ
て
、
長
神
社
に
合
杷
さ
れ
て
い

２つ
。日

原
八
幡

（現
庄
原
市
市
町
）
は
、
嘉
暦
三
年

（
一
三
二
八
）
に
通
資
が
機
請
し

て
い
る
。

そ
の
他
の
神
社
と
し
て
は
、
峰
村
八
幡

（現
壼
原
市
峰
田
町
）
が
あ
り
、
芸
藩
通

志
に
は
、

「
男
薮
よ
り
勧
請
す
、
長
徳
年
間
再
造
す
と
い
ふ
伝
ふ
」
と
あ
り
、
社
伝

に
は
、
石
清
水
八
幡

（男
山
）
を
長
徳
元
年

（九
九
五
）
に
鶴
講
し
た
と
も
い
う
が

後
に
山
内
氏
が
保
護
を
し
て
い
る
。

長
神
社

（現
庄
原
市
本
郷
町
）
は
甲
山
に
あ
り
、

「
児
玉
文
書

」
と
し
て
、
広
島

県
史
―
宙
代
中
推
資
料
編
Ⅳ
Ｉ
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
芸
藩
通
志
に
よ
る
と
、
杷
官

の
児
玉
氏
は
尾
張
か
ら
や
っ
て
き
た
と
い
う
。

社
伝
に
よ
る
と
、
大
同
元
年

（
八
〇
六
）
尾
張
国
の
大
国
霊
神
社
か
ら
吉
資
と
い

う
者
が
本
郷
の
撃
山
の
地
に
来
た
と
い
う
。
曲
肉
通
資
が
曝
曲
城
を
築

い
た
こ
と
に

よ
り
、
山
内
氏
は
こ
れ
を
尊
崇
し
て
い
る
。

曲
内
支
配
の
後
期
に
お
い
て
は
、
長
神
社
が
神
社
中
の
長
老
と
し
て
、
神
社
統
轄

の
量
要
な
役
を
持

っ
て
い
た
と
慧
わ
れ
る
。

慶
長
十
三
年

（
一
六
〇
八
）
の
「
備
後
国
恵
蘇
郡
社
家
衆
連
署
起
請
文

」
感

・島
県

館
織
紳
附

所
収

は
、
山
内
氏
は
か
わ
っ
た
け
れ
ど
も
、
今
迄
通
り
に
、
祭
紀
を
取
り

行
な
い
ま
し
ょ
う
と
か
、
各
神
社
間
の
ル
ー
ル
を
約
し
て
い
る
。
こ
れ
に
花
押
し
て

（長
）

い
る
宮
司
等
は
三
十

一
人
で
、
宮
内
の
義
大
夫
が
取
り
ま
と
め
と
な
り
、
丑
え
の
火

矢
廻
大
夫
と
同
大
郎
次
郎
大
夫
が
総
ま
と
め
役
と
な
っ
て
い
る
。

前
資
料
編
所
収
の
「
い
ぶ
き
六
右
衛
門
書
状

」

（折
紙
）
は
慶
長
十

一
年
全
六
〇
さ

の
も
の
で
あ
る
が
、
南
村
八
幡
の
社
官
堀
江
氏
に
関
す
る
こ
と
で
、
う
し
と
ら
の
神

社
が
長
老
と
し
て
の
取
り
ま
と
め
役
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
前
資
料
編
所
収
の
、
「
宮
王
大
夫
備
後

一
宮
島
町
富
座
次
第
由
緒
書
立
並

家
重
袖
判

」
、
文
安
二
年

（
一
四
四
五
）
に
書
い
た
も
の
を
、
永
正
四
年
含
五
〇
彰

に
景
力
の
千
日
大
夫
が
証
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
当
国

一
宮
嶋
町
の

宮
座
次
第
の
こ
と
に
つ
い
て
民
の
千
日
大
夫

（
七
十
九
才
）
が
吉
老
で
、
詳
し
い
と

い
う
の
で
尋
ね
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

曲
内
氏
の
支
配
期
基
礎
固
め
に
は
鶴
岡
八
幡
を
中
心
に
在
地
支
配
を
、
後
期
に
は

長
神
社
が
中
心
に
な
っ
て
、
域
内
神
社
の
と
り
ま
と
め
役
を
果
し
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

泉
田
庄
は
、
現
庄
原
市
域
の
中
で
最
も
お
そ
く
、
山
内
氏
が
手
に
入
れ
た
所
で
あ

る
。
こ
こ
に
は
、
上
村
八
幡
と
藝
吉
神
社
が
あ
る
。

霧
吉
神
社

（瑳
護
原
市
山
内
簿
）
は
当
時

１１１
菫
社
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
芸
構
通
志

巻
百
三
十
六

に
は
、
「
祭
神
大
己
貴
命
を
主
と
し
、
同
殿
の
神
、
十

一
座
あ
り
、
社

伝
に
、
貞
観
元
年
安
部
幣
高
と
い
ふ
人
、
近
江
墨
よ
り
来
り
、
村
内
葛
城
山
に
此
神

を
鶴
講
し
て
率
繊
せ
り
、
嘉
暦
年
間
、
葛
城
鶏
部
永
義
そ
の
曲
に
城
を
築
き
、
社
を

今
の
地
に
移
す
…

（後
略
）
…
」
と
あ
り
、
延
暦
寺
領
の
関
係
か
ら
、
延
暦
寺
の
末

社
で
あ
る
山
三
社
を
安
部
氏
が
議
請
し
、
嘉
暦
年
間

（
一
三
二
六
１
二
九
）
に
、
葛

城
畿
を
中
心
に
勢
力
を
扶
殖
し
て
い
た
葛
城
氏
に
よ
っ
て
、
現
社
地
に
移
座
さ
せ
ら

れ
た
と
い
う
。

曲
内
隆
通
は
永
禄
六
年

（
一
五
六
三
）
の
尼
子
氏
と
の
合
戦
で
危
機
に
陥
い
り
、

曲
玉
神
に
祈
願
し
危
機
を
脱
し
た
の
で
、
後
に
八
幡
太
郎
義
家
の
も
の
と
い
う
赤
糸
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威
大
鎧

（国
重
要
文
化
財
）
を
奉
納
し
て
い
る
。
初
代

の
通
資

の
時

の
王
子
神
社
と

は
違

い
、
従
来

の
神
社
を
認
め
、
踏
襲
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
こ
こ
に
は
見
て
と
る

こ
と
が
出
来
る
。

上
村
八
幡

（
現
庄
原
市
山
内
町
）
は
、
芸
藩
通
志
に
よ
る
と

「
豊
前
国
宇
佐
郡
松

崎
村
よ
り
、
当
所
に
来
住
し
、
費
亀
六
年
己
卯
字
佐
八
幡
を
勧
請
す
、
後
葛
城
刑
部

社
を
再
造
し
、
大
に
旧
観
を
改
む
、
桐
官
十
五
人
、
供
僧
寺
五
宇
あ
り
き
…

（
中
略
）

…
永
正
九
年
壬
申
、
山
内
豊
通
よ
り
、
修
理
田
三
段
、
神
供
田
五
段
寄
附
せ
し
か
…

（後
略
）
…

」
と
あ
り
、
宇
佐
八
幡
か
ら
勧
請
さ
れ
、
葛
城
城

の
葛
城
刑
部
に
よ

っ

て
再
造
さ
れ
、
大

い
に
旧
観
を

一
新
し
、
桐
宮
十
五
人
、
供
僧
寺
五
と

い
う
大
き
な

八
幡
神
社
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

永
正
九
年

（
一
五

一
二
）

に
は
山
内
豊
通
が
修
理
田
三
段

・
神
供
田
五
段
を
寄
附

し
た
と
い
う
。

広
島
県
史

の
古
代
中
世
資
料
編
Ⅳ
所
収
の
上
村
八
幡
神
社
文
書
と
し
て
、
康
正
三

年

（
一
四
五
七
）

の
「
備
後
国
恵
蘇
郡
西
條
上
村
八
幡
宮
御
祭
御
頭
注
文

」
が
あ
る
。

泉
田
庄

に
つ
い
て
は
、
鶴
岡
八
幡
を
導
入
す
る
こ
と
な
く
、
在
来

の
神
社
を
そ
の

ま
ま
認
め
、
在
地
を
刺
激
す
る
こ
と
な
く
、
や
ん
わ
り
と
在
地
支
配
を
貫
徹
し
て
い

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

①

ま

と

め

山
内
氏
は
地
毘
庄
入
部

の
初
代
通
資

の
時

に
、
古
く
か
ら
の
信
仰
を
持

っ
て
い
る

寺
院
を
、
自
己

の
信
仰
す
る
臨
済
宗

に
改
め
、
ま
た
、
同
じ
く
古
く
か
ら
の
伝
統
を

も

っ
て
い
る
寺
院
を
祈
願
寺
と
し
て
、
寺
院
支
配
を
図

っ
た
。

通
資

の
弟

の
多
賀
山
氏
は
後

に
曹
洞
宗
を
信
仰
し
て
い
て
、
庶

流
の
中
に
は
曹
洞

宗
を
信
仰
す
る
者
も
あ

っ
た
。

山
内
氏
に
と

っ
て
は
寺
院
支
配
よ
り
も
、
在
地

に
根
を
は

っ
た
神
社
政
策

の
方
が

重
要
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
初
代
通
資
は
、
自
己

の
信
仰
す
る
鶴
岡
八
幡
を
そ
れ

ぞ
れ
の
村
、
あ
る
い
は
在
来

の
八
幡
社
を
そ

の
ま
ま
に
、
臨
機
応
変
に
在
地
支
配

の

浸
透
を
は
か

っ
た
。

神
社
支
配
が
き
わ
め
て
重
要

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
、
そ

の
意
味
で
、
初
代
通
資
は

賢
名

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

在
地
支
配
が
確
立
し
た
以
後

に
お
い
て
は
、
在
地
支
配
よ
り
も
、
神
社

の
と
り
ま

と
目
が
必
要
と
な

っ
て
き
、
そ

の
役
目
を
担

っ
た
の
が
、
丑

″

（長
）
神
社
で
あ

っ

た
と
思
わ
れ
る
。

私
は
山
内
氏
に
お
い
て
は
基
礎
を
固
め
た
初
代
通
資

と
、
円
通
寺

の
再
建
と
、
日

吉
神
社

に
赤
糸
威
大
鎧
を
寄
進
し
て
い
る
中
盤

の
山
内
隆
通
の
在
地
支
配
に
は
注
目

し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
山
内
氏
も
近
世

の
再
編
成

の
中
で
毛
利
氏
に
随

っ
て
長
州

に
所
替
と
な
り
、
寺
院

・
神
社

の
中
に
は
平
等
寺

の
よ
う
に
後
に
存
亡

の
危
機

に
陥

い
っ
た
り
、
廃
絶
し
た
も
の

（特

に
寺
院
）
が
多
か

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
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